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現場説明付記事項・配置図

Ⅰ 工 事 概 要

完成期限

３．

２．

建物概要

工事場所１．

４．

建 物 名 称

階 数

構 造

工 種

延べ面積(㎡)

建築面積(㎡)

消防法施行令別表第一の区分

改 修 面 積 （ ㎡ ）

備 考

章 項　目 特　　記　　事　　項

・ 建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

・ 風圧力

地表面粗度区分（ ・ Ⅰ　・ Ⅱ　・ Ⅲ　・ Ⅳ）

・ 積雪荷重

1

各
章
共
通
事
項

風速（Vo=　　　　m/s）

平成12年5月31日建設省告示第1455号における区域　別表（　　　　）

建築基準法による

この工事現場に下記いずれかの資格を有する電気保安技術者を選任する。

 技術者

1　　第３種電気主任技術者以上の資格を有する者

3　　高等学校又はこれらと同等以上の教育施設において、電気事業法の規

　 定に基づく主任技術者の資格等に関する省令第７条第１項各号の科目

　 を修めて卒業した者

4　　旧電気工事技術者検定規定規則による高圧電気工事技術者の検定に合

　 格した者

5　　公益事業局長又は通商産業局長の指定を受けた高圧試験に合格した者

6　　第１種電気工事士の資格を有する者

7　　２級電気工事施工管理技士の資格を有する者

9　　短期大学若しくは高等専門学校又はこれらと同等以上の教育施設の電

　 気工学以外の工学に関する学科において一般電気工学（実験を含む）

　 に関する科目を修めて卒業した者

8　　第２種電気工事士以上の資格を有する者

項　目　名 電気保安

工事用電力を構外から引き込む場合は、法令に基づく有資格者を定め、監督職員に報告する。

・

・

・

・

・

・

・

・

・

2　　１級電気工事施工管理技士の資格を有する者

(1.3.3～4)[1.3.3～4]

(1.3.5)[1.3.5]この工事現場では、次の施工条件による。

・ 印の付いたものが対象工事種目
工事種目

工　事　種　目

建物別及び屋外 工 　事　　 種 別

・ 2 仮設工事

・ 3 防水改修工事

・ 4 外壁改修工事

・ 5 建具改修工事

・ 6 内装改修工事

・ 7 塗装改修工事

・ 8 耐震改修工事

・  9 環境配慮改修工事

・ プール改修工事

・ 

概成工期

５． 有指定部分

有

 工 事 仕 様
１．共通仕様

（１）

Ⅱ

６．

・

・無

無・

・

対象部分（　　 ）

・
・

(1.2.1)[1.2.1]

指定部分工期　令和　　年　　月　　日（　曜日）

令和　　年　　月　　日（　曜日）

公共建築工事標準仕様書(建築工事編)(令和4年版)(以下「標準仕様書」という。)
公共建築改修工事標準仕様書(建築工事編)(令和4年版)(以下「改修標準仕様書」という。)

契約基準、現場説明書、図面　　　枚及び本特記仕様書　　　枚によるほか、下記仕様書
文部科学省発注工事請負等契約規則（文部科学省訓令第二十二号）別記第1号の工事請負

等のうち、○印の付いたものを適用する。

・ 文部科学省建築工事標準仕様書(特記基準)(令和4年版)(以下「文科仕様書」という。)
・ 文部科学省建築改修工事標準仕様書(特記基準)(令和4年版)(以下「文科改修仕様書」という。)

・ 工事写真撮影要領(令和5年9月)
・ 建築物解体工事共通仕様書(令和4年版)

・  建築工事標準詳細図(令和4年版)
・

（２）

２．特記仕様
（１）本特記仕様書の表記

１）項目は、・ 印の付いたものを適用する。
２）特記事項は、・ 印の付いたものを適用する。

・ 印の付かない場合は、※ 印の付いたものを適用する。
・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

　　４） Ｇ 印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（平成12年法律第100号）に

断の基準）を満たすものを示す。

特記事項に記載の　[　　]　内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。
３）特記事項に記載の　(　　)　内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

特記事項に記載の ((　　)) 内表示番号は、文科仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。
特記事項に記載の [[　　]] 内表示番号は、文科改修仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

特定調達物品における判断の基準（特定調達品目「公共工事」においては表1中の品目ごとの判

基づく「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（令和4年2月25日変更閣議決定）」に定める

電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、それぞれの特記仕様書を適用する。

機械設備工事の特記仕様書は（ 　　）による。

・ 電気設備工事

・ 機械設備工事

なお、電気設備工事の特記仕様書は（ ）、

・ 適用区分

・ 電気保安技術者、

工事用電力設備の

保安責任者

・ 施工条件

令和６年８月３０日（金曜日）

稲盛財団記念館

模様替

ＲＣ

３Ｆ

6,148㎡

2,425㎡

(７)項

172㎡

改修範囲は1階の1室のみ

一式

一式

一式

別途発注

別途発注

32

32

　対策を講ずること。

●本建物は使用しながらの工事となるため，漏水対策ならびに，出入口等の使用に考慮した安全

　時などに周辺道路等を汚損、破損等した場合は速やかに対応すること。

●工事用地および工事用地周辺において適切な養生・清掃を行うこと。また、工事車両の搬出入

●本工事建物周囲には、研究棟や住宅等が立地することを十分認識し、周辺への影響に配慮する

　と共に、安全にも十分配慮すること。

●騒音・振動・粉塵の発生する作業は，低騒音・低振動・低粉塵工法を採用すること。

京都大学（南部）稲盛財団記念館１階多目的室改修工事

３ １

京都大学（南部）稲盛財団記念館１階多目的室改修工事

令和　６年　３月

●学校行事・近隣地区行事を考慮して工事計画を立てること。

●臭気の発生する作業は，周囲に対して影響が少ない工法を採用すること。

●工事車両の通行は交通整理員を配置する等，安全対策を講ずること。

●その他建物内や敷地周囲に影響があると思われる作業については，監督職員と協議を行い進め

　ること。

●工事用地は、工事完成時には原状に復帰して返還すること。

●工事用地内の環境美化（草刈り等）に努めること。

●構内実施中、又は実施が決定した他工事の業者と連絡調整を密に行い、安全かつ円滑な

　工事の実施に努めること。

　　その他、学内行事等による作業の中止については、監督職員と協議すること。

京都市左京区吉田下阿達町４６（旧京都織物跡構内）

平面図（改修前・改修後）

仕上表（改修前・改修後）・建具表

一式
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本工事範囲

20,020 23,660

弓道場

図面番号工事名

図面名称 設計日縮尺

１図示現場説明付記事項・配置図

京都大学（南部）稲盛財団記念館１階多目的室改修工事

令和６年３月

凡例

既存建物

本工事位置

Ｇ

Ｅ

Ｗ

本工事位置

南部給水
センター

稲盛財団記念館

運動施設管理棟

弓道的場

弓道場

相撲場
部室

研究研究所(東棟)
東南アジア地域

学内共同研究
センター

共同研究棟

(旧京都織物本館)

東南アジア地域研究研究所図書館

拡大配置図　A1：S=1/1000　A3：S=1/2000

祇園四条駅

近衛通

北大路通

京阪出町柳駅

神宮丸太町駅

清水五条駅

京都大学病院西構内
河原町四条

阪急河原町駅

四条通

Ｊ
Ｒ

山
陰

線
丹波口駅

五条通

七条通

京都駅八条口

京都駅

近鉄京都線 ＪＲ奈良線

梅小路京都西駅
ＪＲ東海道線

東海道新幹線

三条通 三条駅

西
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熊野神社前

百万遍

農学部前

京大正門前

白
川

通

案　内　図　NO SCALE

本工事建物

本工事建物

医学部人間健康科学科棟

分子生物実験研究棟

保存建物

杉浦地域医療研究センター

看護師宿舎(白眉寮)

北実験棟

看護師宿舎(瑞穂寮)

看護師宿舎(北部寮)

ハイメディック棟

薬学研究科総合研究棟

薬学研究科温室棟

サービスサプライ棟

医学部人間健康科学科棟（北棟）

南部給水

センター

医薬系総合研究棟

薬学研究科本館

特高変電所

発電機棟

医療廃棄物焼却炉

西病棟

稲盛財団記念館

部室

弓道的場

正門西通用口

ｉＰＳ細胞研究所

第２研究棟

ｉＰＳ細胞研究所

ｉＰＳ細胞研究所

第３研究棟

センター棟

メディカルイノベーション

医生研

医生研２号館

南部総合研究１号館･医生研１号館

医生研３号館

医生研４号館

東南アジア地域

学内共同研究センター
共同研究棟

東南アジア地域
研究研究所図書館

研究研究所（東棟）

構内配置図　A1：S=1/1500　A3：S=1/3000

Ｇ

工事用電力分岐位置

工事用水道分岐位置

交通整理員（大型車両通行時）工事用地( 190 ㎡) 

仮囲い(ﾌｪﾝｽﾊﾞﾘｹｰﾄﾞ H=1.8m) L=63m

１階平面図　A1：S=1/200　A3：S=1/400

現場説明付記事項

１　工事施工上の注意事項

　　１）　車両通行経路は、図示の通りとし監督職員と協議の上、誘導員等を配置し、交通整理を行うこと。

　　　　　工事車両は周辺道路上での違法駐車は行わないようにし、また路上に縦列待機させることも行わな

　　　　　いこと。

　　２）　工事用地は図示の範囲とし、危険防止のため関係者以外の出入ができないようにすること。また、

　　　　　工事関係車両（通勤車両を含む）は工事用地内に駐車することを原則とし、構内の駐車エリア、道

　　　　　路及び空地への駐車は行わないこと。

　　３）　学校行事・近隣地区行事を考慮して工事計画を立てること。

　　６）　埋蔵文化財を発見した時は、ただちに工事を中止し、監督職員の指示を受けること。

　　４）　撤去工事その他で大きな音、振動等が生じる場合は、あらかじめ監督職員に日時を連絡し、承諾を

　　　　　得て工事を進めること。また、施工中の防音対策を十分に検討し行うこと。

　　５）　教職員、学生等の通行が頻繁なため、構内車両通行には徐行の徹底等、十分注意するよう指導を行

　　　　　うこと。

　　７）　工事場所内に火災予防のため適切な数量の消火器を設置するとともに、工事関係者に対し、火気等

　　　　　の取り扱いに十分注意するよう指導を行うこと。

　　11）　作業時間は、午前８時から午後６時を原則とすること。

　に基づく受動喫煙対策を講ずること。

　　12）　構内における喫煙については、監督職員と協議のうえ、健康増進法（平成十四年法律第百三号）

　　８）　支障となる地中埋設物を発見した時は、監督職員と協議の上撤去し、適正処分すること。

　　９）　工事用地は、除草等常に良好な環境を保持すると共に工事完成時には現状に復帰して返還すること。

　　10）　同一構内の他工事の業者と連絡調整を密に行い、安全かつ円滑な工事の実施に努めること。

　　　工事中の構内安全対策については、下記事項を十分留意した上、具体的な安全対策等を立案し、監督職

　　　員と協議の上、承諾を受けるものとする。

　　１）　監督職員と協議の上、構内要所に工事予告板、警戒標識板、交通規制標識板、工事表示板、案内板

　　　　　等を設置し、常に良好な状態に保つこと。

　　２）　掘削時等で危険な状態となる箇所には、安全柵、工事中表示板（点滅灯付）を、夜間は保安灯及び

　　　　　赤色回転灯を設置し、安全な状態を確保すること。

　　３）　構内通行の安全及び騒音防止のため工事用車両は徐行すること。

　　４）　大型車両の構内通行に際し、地中埋設物、マンホール等は必要に応じ養生を行うこと。

　　５）　大型車両による作業の場合は必要に応じて交通整理員を追加増員し、誘導・交通整理等により構内

　　　　　の安全確保に努めること。

　　６）　仮囲いの設置に伴い、構内通路の視認性が確保できない場合は、常夜灯及びコーナー部に透明パネ

　　　　　ルを設置するなど安全確保に努めること。

　　７）　パネルゲートには電子音つき回転灯を設置するなど事故防止に努めること。

２　工事中の構内安全対策について

　　　　　の安全確保に努めること。

　　８）　大型車両による作業の場合は必要に応じて交通整理員を追加増員し、誘導・交通整理等により構内

Ｅ

Ｗ

工事車両搬入経路

：本工事範囲
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沓摺：SUS目地棒

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ（切板t=3.0）

・建具寸法は枠内法寸法とする。製作にあたっては現地調査を実施すること。

・鍵は現状のマスターキー合わせとする。

・丁番は原則ステンレス製３枚吊りとする。

・レバーハンドル等の取付位置はFL+1000を基準とする。

・DCの取付面は室内側とし、90度ストッパー付きとする。

・組立補助部品(ビス等)はステンレス製とし、見掛部は建具と同色とする。

・壁当たりとなる扉にはDCの有無に関わらず戸当たりを設ける。

建具　共通事項・その他

SD

1

3
0

L-FL8+FL8

FIX

2
9
0
5

2
6
5
5

3590

扉：強化ｶﾞﾗｽ(t=10)、袖：合わせｶﾞﾗｽ(FL-8+FL-8)

T-10

片引自動扉(ﾃﾝﾊﾟｰﾄﾞｱ)

一式

残置 １

FB-6　溶融亜鉛メッキ仕上げ(幅木共)

記号 ・ 数量

形　　　状

寸　　　法

形式

枠：材質(仕上)・見込

建具：材質(仕上)・見込

ガ ラ ス

金物

ガラリ

法令関係

備　考

建具表　A3:1/100

▽FL

140

3
0

FIX

1
残置３撤去

FIXｽﾁｰﾙ型鋼ｻｯｼｭ

ﾌﾛｰﾄ板ｶﾞﾗｽ(t=8)

FB-6ZP

枠:FB-6 ZP

2
5
9
5

1210

一式

飛散防止ﾌｨﾙﾑ

一式

新設

FB-6　溶融亜鉛ﾒｯｷ仕上げ(幅木共)

付属金物一式、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ錠、ｻﾑﾀｰﾝ、DC、戸当り

新設

付属金物一式、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ錠、ｻﾑﾀｰﾝ、DC、戸当り

140

40 40

850

2
1
0
0

１

140

40

▽FL

▽FL

SD

3
0

L-FL8+FL8

FIX

2
9
0
5

2
6
5
5

3590

T-10

１

▽FL

2

同左

同左

同左

同左

内装仕上表（改修前）

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA種【残置】
木製ﾙｰﾊﾞｰ【残置】
天然木錬付【残置】

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA種【残置】
せっこうﾎﾞｰﾄﾞ【残置】
ｼﾅ合板【残置】

ﾋﾞﾆﾙ製廻り縁【撤去】

室　　名

室　　名 床 幅　木 壁 廻り縁 天　　井

床 幅　木 壁 廻り縁 天　　井

防音室

研究室１

廊下１

研究室４

研究室３

研究室２

廊下１

廊下２

廊下２

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ【撤去】 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA種【残置】

花崗岩(黒・白・ｸﾞﾚｰ)【残置】

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ【残置】

ｺﾝｸﾘｰﾄ【残置】

ｺﾝｸﾘｰﾄ【残置】

30

2-ASC

2-ASC
OSUC

2-ASC
EP

OSUC

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ【残置】

A-BE

EP

化粧せっこうﾎﾞｰﾄﾞ【新設】

既存のまま

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ【新設】

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ【新設】

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ【新設】

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ【新設】

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ【新設】

既存のまま 既存のまま

既存のまま

ﾋﾞﾆﾙ幅木【新設】

ﾋﾞﾆﾙ幅木【新設】

ﾋﾞﾆﾙ幅木【新設】

ﾋﾞﾆﾙ幅木【新設】

ﾋﾞﾆﾙ幅木【新設】

(Hmm)

100

100

100

100

100

※垂れ壁共
※壁柱面仕上は残置

※垂れ壁共
※壁柱面仕上は残置

※垂れ壁共
※壁柱面仕上は残置

※垂れ壁共
※壁柱面仕上は残置

※垂れ壁共
※壁柱面仕上は残置

既存のまま

既存のまま

(塗装)

既存のまま

既存のまま

天井高

(mm)

2600

2600

2600

3,360

2,600

2,600

備　　　考

備　　　考

木製幅木　壁新設部のみ【撤去】

(Hmm) (塗装)

木製廻り縁　壁新設部のみ【撤去】

既存のまま

塩ビ製廻り縁　壁新設部のみ【新設】

塩ビ製廻り縁　壁新設部のみ【新設】

塩ビ製廻り縁　壁新設部のみ【新設】

塩ビ製廻り縁　壁新設部のみ【新設】

塩ビ製廻り縁　壁新設部のみ【新設】

(mm)

天井高

天然木錬付(壁柱面)【残置】 PCあらわし【残置】
60

OSUC 直天ﾋﾞﾆﾙ幅木　壁設置部のみ【撤去】 60

OAﾌﾛｱ H250【残置】 木製幅木【残置】 30

OAﾌﾛｱH100 壁新設部のみ【新設】

OAﾌﾛｱH100 壁新設部のみ【新設】

OAﾌﾛｱH100 壁新設部のみ【新設】

OAﾌﾛｱH100 壁新設部のみ【新設】

OAﾌﾛｱH100 壁新設部のみ【新設】

壁紙貼り【新設】

壁紙貼り【新設】

壁紙貼り【新設】

壁紙貼り【新設】

壁紙貼り【新設】

OSUC 2,600

化粧せっこうﾎﾞｰﾄﾞ【新設】 3,360

OSUC 2,600

化粧せっこうﾎﾞｰﾄﾞ【新設】 3,360

OSUC 2,600

化粧せっこうﾎﾞｰﾄﾞ【新設】 3,360

OSUC 2,600

化粧せっこうﾎﾞｰﾄﾞ【新設】 3,360

OSUC 2,600

ｶﾞﾙﾊﾞﾆｭｳﾑ鋼板点検口

防音室設置(別途工事)

OSUC

P吹付
OSUC　：ｵｲﾙｽﾃｲﾝ塗り＋ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り
2-ASC ：ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｸﾘﾔ塗り

P吹付 ：ﾊﾟｰﾗｲﾄ吹付

A-BE　：ｱｸﾘﾙ樹脂焼付塗り

A-BE　：合成樹脂ｴﾏﾙｼﾞｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り

OSUC　：ｵｲﾙｽﾃｲﾝ塗り＋ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り

OSUC　：ｵｲﾙｽﾃｲﾝ塗り＋ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り

OSUC　：ｵｲﾙｽﾃｲﾝ塗り＋ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り

OSUC　：ｵｲﾙｽﾃｲﾝ塗り＋ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り

OSUC　：ｵｲﾙｽﾃｲﾝ塗り＋ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り

(塗装)

(塗装)

多目的室

PT

欄間ﾊﾟﾈﾙ

OSUC　：ｵｲﾙｽﾃｲﾝ塗り＋ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り

ｳｪﾝｼﾞ柾目練付 OSUC

ｳｪﾝｼﾞ柾目練付 OSUC(欄間ﾊﾟﾈﾙ共)

PT

2
１３

片開きﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ付きﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ、小窓付(40x1700)

１

SW

1

・鋼製軽量建具は原則、小口包みはステンレス鋼板を曲げこむこと。

内装仕上表（改修後）

―

―

―

―

―

―

天然木練付 OSUC

天然木練付 OSUC(欄間ﾊﾟﾈﾙ共)

LSD

片開きﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ

亜鉛めっき鋼板　焼付塗装

亜鉛めっき鋼板　焼付塗装

袖壁

欄間ﾊﾟﾈﾙ

残置

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ（切板t=3.0）

仕上材のみ【撤去・復旧】

仕上材のみ【撤去・復旧】

天然木練付　仕上げ材【撤去】

天然木練付【新設】

天然木練付【新設】

天然木練付【新設】

天然木練付【新設】

天然木練付【新設】

片開きﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ付きﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ

ｶﾞﾗﾘ(300×700)

袖壁見込み：120 沓摺：SUS目地棒

875 300

5
0
0

▽FL

2
1
0
0

2
6
0
0

OAﾌﾛｱH100 壁新設部及び指定箇所【撤去】

図面番号工事名

図面名称 縮尺 設計日

２

京都大学（南部）稲盛財団記念館１階多目的室改修工事

図示 令和６年３月仕上表（改修前・改修後）・建具表



※仮設間仕切り設置・撤去時に損傷した内部仕上材は補修を行うこと

※仮設間仕切り壁は既存天井高さまでとし、天井懐内を養生シート等で養生すること

※搬入扉は請負業者にて検討のうえ、監督職員と協議し決定する。

2
,
5
0
0

5
0

8
,
6
0
0

1
1
,
6
0
0

廊下１ 廊下２

SD

1

SD

2 3
,
8
0
0

4
,
8
0
0

1

SW

1 1

SW

1

SW

1

SW

1

SW

1

SW

1

SW

1

SW

1

SW

研究室② 研究室③ 研究室④
5
0

8
,
6
0
0

2
,
5
0
0

1
1
,
6
0
0

W
T
1

W
1

W
1

W
8
5
0

研究室①

廊下１

W
T
2

1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820

SD

1

1

3
,
8
0
0

4
,
8
0
0

PT

PT

2

PT

2

PT

2

W
1心理学実験室

１

地中梁位置

1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820

多目的室

114条区画

ＲＣ壁

軽量鉄骨下地壁

凡例

耐火遮音間仕切壁(1時間耐火)、LGS65形＋GB-F12.5+12.5(両面)、ｸﾞﾗｽｳｰﾙ充填、LGS千鳥配置
WT1

※ｸﾞﾗｽｳｰﾙt=50、24kg/m3凡例

SW

20,020

20,020

廊下２

1

PT

撤去建具

900

1
,
6
0
0

9
0
0

仮設間仕切り壁（LGS下地50型＋せっこうボード t=9.5（片面・目張り共））

4
,
1
0
0

4
,
1
0
0

LSD

耐火遮音間仕切壁(1時間耐火)、LGS65形＋GB-F21.0+21.0(片面)、ｸﾞﾗｽｳｰﾙ充填

114条区画

ＲＣ壁

新設建具

軽量鉄骨下地壁

LGS65形＋GB-R9.5(片面)
垂れ壁

耐火構造：FP060NP-0007、遮音性能：TLD-50
WT2

W1
遮音間仕切壁、LGS65形＋GB-R12.5+12.5(両面)、ｸﾞﾗｽｳｰﾙ充填、LGS千鳥配置

W2
間仕切壁、LGS65形＋GB-R9.5、ｸﾞﾗｽｳｰﾙ充填

W
2

耐火構造：FP060NP-0175、遮音性能：TLD-50

遮音性能：TLD-50

【改修前】平面図　A1:1/60　A3:1/120

【改修後】平面図　A1:1/60　A3:1/120

見切り材

W875

W875 W875 W875 W875

既設擁壁

既設擁壁
木下地、仕上材
撤去

100

1700*2170 H2200
防音室

50

50

100

2145*2380 H2200
防音室

防音室
1700*2170 H2200

図面番号工事名

図面名称 縮尺 設計日

平面図（改修前・改修後）

京都大学（南部）稲盛財団記念館１階多目的室改修工事

図示 令和６年３月 ３
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